
豊中市バリアフリー推進協議会について
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これまでの豊中市のバリアフリー化に関する取組み
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・「交通バリアフリー法」に基づき、平成14年(2002年)に「交通バリ
アフリー化の基本方針」を策定し、市内14の旅客施設と桃山台駅周辺
を全10地区の重点整備地区として基本構想を平成18年(2006年)まで
に策定し、駅や歩道等のバリアフリー整備を平成22年(2010年)まで
に概ね完了しました。

・平成23年度(2011年度)より「住居地区バリアフリー整備事業」を実
施し、令和2年度(2020年度)までに全ての地区で概ね事業が完了しま
した。

・平成7年(1995年)に「歩道改良計画」を策定し、市内の歩道改良整備
を進めています。

住居地区バリアフリー整備事業（段差解消）

音響信号の設置
(豊中警察・豊中南警察) 歩道改良整備事業（歩道の路線的な改修）

スロープの改良 (阪急電鉄) エレベーター設置(北大阪急行電鉄)

ノンステップバスの導入
(阪急バス)



これまでの豊中市バリアフリー推進協議会
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平成24年度(2012年度)に、道路・旅客施設・市有施設・公園・駐車場
・ソフト施策の市全部門のバリアフリー化をめざし、事業の進行管理及
び継続的改善のための意見交換の場として「豊中市バリアフリー推進協
議会」を立ち上げました。毎年1回の開催を基本とし、これまで計10回
開催しました。

【委員構成】
会長（市道路部局）障害者団体
障害者支援団体 鉄道事業者等
関係行政機関 市関係部局
学識経験者

ホーム柵（北大阪急行電鉄） 公園のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ(多機能)設置 小学校のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ(多機能)

【会議風景】

【バリアフリー事業の進捗管理】

普及・啓発活動などの
ソフト施策

平成２４年（２０１２年）～
令和 ３年（２０２１年）



豊中市バリアフリー推進協議会の新たな委員構成
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・より幅広く意見を取り入れるため、当事者委員として高齢者団体、子育て関係団体
外国人関係団体を新たに加えました。

・交通事業者として新たに大阪タクシー協会の定める代表者を加えました。
表 令和3年度（2021年度）豊中市バリアフリー推進協議会 委員名簿

新型コロナウイルスの感染
拡大状況を考慮しWEB参加
と現地参加に分かれて実施
しました。

令和3年度（2021年度）第1回協議会風景

※団体の選定にあたっては庁内担当部局と協議の上決定し、委員については
団体から推薦いただいています。

※公募市民の選出にあたっては、小論文、面接にて審査しました。

令和3年（2021年）9月～



豊中市バリアフリー推進協議会の新たな委員構成
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・委員の他に上級官庁のバリアフリー関係機関と庁内の関係部局をオブザー
バーとしています。

表 令和3年度（2021年度）豊中市バリアフリー推進協議会
委員名簿（オブザーバー）

・令和3年度(2021年度)の委員には視覚障害・肢体障害のある人に参加い
ただいていますが、バリアフリーマスタープラン策定にあたっては、他の
障害特性のある人の意見も取り入れるため別途ヒアリングを実施しました。

表 バリアフリーマスタープラン策定のための
ヒアリング団体一覧

令和3年（2021年）9月～



バリアフリーマスタープランの策定
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新たに組織された豊中市バリアフリー推進協議会ではバリアフリーマス
タープラン(移動等円滑化促進方針)の策定及び進捗管理を主に行います。

【バリアフリーマスタープラン策定までの流れ】

令和2年度（2020年度）～令和3年度（2021年度）



今後の豊中市バリアフリー推進協議会について
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図 バリアフリーマスタープランの進め方

令和4年度（2022年度）以降はバリアフリーマスタープランに基づく取
組みの進捗管理を行います。基本的に年1回の開催を考えていますが、必
要に応じ追加で協議会を開催します。

令和4年度（2022年度）～


